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異をヘテロで有するマウス（heterozygous mtDNA mutator mice）は、B6J 系統の核ゲノム背景において、野生
型マウスよりも高い頻度でB細胞性リンパ腫を発症することが明らかとなった。 






審   査   の   要   旨 





に、ヘテロ接合型の mtDNA mutator mice が B 細胞性リンパ腫を発症することを突き止めた点は、突然変異型
mtDNA 分子種が関与する多様な病態発症機構を解明するための先駆的な成果となり、独創性に秀でていると評価
できる。 
 平成２７年２月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い、
本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格と
判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
